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(57)【要約】
【課題】表示パネルをリアフレームの開口部に固定的に
配置するための部品の点数の削減を図ることができる表
示装置を提供する。
【解決手段】液晶パネル６と、液晶パネル６の背面側に
設けられ、開口部１２ａを有するリアフレーム１２と、
液晶パネル６とリアフレーム１２との間に設けられ、液
晶パネル６の背面に向けて光を照射するバックライト８
と、開口部１２ａの所定の周縁部３６に対応して配置さ
れ、液晶パネル６の外周部の少なくとも一部をその背面
側より支持するセルガイド４８と、所定の周縁部３６に
対応するリアフレーム１２の部位に設けられて液晶パネ
ル６側に延び、セルガイド４８をリアフレーム１２に取
り付けるための取付部３８と、セルガイド４８及び取付
部３８を相互に締結するビス４６と、を備え、ビス４６
は、表示装置２の側方から締結される。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示するための表示装置であって、
　前記画像を表示する表示パネルと、
　前記表示パネルの背面側に設けられ、開口部を有するリアフレームと、
　前記表示パネルと前記リアフレームとの間に設けられ、前記表示パネルの背面に向けて
光を照射するバックライトと、
　前記開口部の所定の周縁部に対応して配置され、前記表示パネルの外周部の少なくとも
一部をその背面側より支持する支持部材と、
　前記所定の周縁部に対応する前記リアフレームの部位に設けられて前記表示パネル側に
延び、前記支持部材を前記リアフレームに取り付けるための取付部と、
　前記支持部材及び前記取付部を相互に締結する締結部材と、を備え、
　前記締結部材は、前記表示装置の側方から締結される
　表示装置。
【請求項２】
　前記締結部材は、前記表示パネルに対して略平行な方向且つ前記所定の周縁部に対して
略垂直な方向に延びている
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記取付部は、前記所定の周縁部よりも前記リアフレームの内側に配置されている
　請求項１又は２に記載の表示装置。
【請求項４】
　さらに、前記所定の周縁部と前記取付部とを相互に接続する接続部を備え、
　前記支持部材は、前記接続部に支持されている
　請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記支持部材には、凸部及び凹部の一方が設けられ、
　前記取付部には、前記凸部及び前記凹部の他方が設けられており、
　前記凸部が前記凹部に挿入されることにより、前記支持部材が前記リアフレームに対し
て位置決めされる
　請求項１～４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記締結部材はビスであり、
　前記取付部に設けられた前記凸部又は前記凹部は、前記ビスに対して、前記ビスを締付
方向に回転させた際の前記ビスの進行方向に向かって左側に配置されている
　請求項５に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像を表示するための表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、例えば液晶テレビジョン受像機等のように、表示パネルの背面に向けて光を
照射するバックライトを備えた表示装置が用いられている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この表示装置の筐体は、表示パネル側に設けられた樹脂製のフロントキャビネットと、
バックライト側に設けられた金属製のリアフレームとで構成されている。リアフレームに
は、表示パネルを配置するための矩形状の開口部が設けられている。リアフレームの開口
部の４つの周縁部の各々には、当該周縁部に沿って延びるホールドプレートがビス等によ
り取り付けられている。これら４つのホールドプレートは、全体として額縁状に配置され
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ている。これら４つのホールドプレートには、セルガイドを介して表示パネルの外周部が
支持されている。さらに、表示パネルの正面側における外周部はベゼルによって覆われて
いる。これにより、表示パネルの外周部は、ベゼルとセルガイドとの間に挟持される。ベ
ゼル及びセルガイドがビス等によって４つのホールドプレートにそれぞれ固定されること
により、表示パネルがリアフレームの開口部に固定的に配置される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平５－１０３２８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したように、従来の表示装置では、表示パネルをリアフレームの開口部に固定的に
配置するための部品として、４つのホールドプレートが用いられている。そのため、表示
装置の部品点数が増大してしまい、表示装置の構造が複雑になるという課題が生じる。
【０００６】
　本発明は、上述した課題を解決しようとするものであり、その目的は、表示パネルをリ
アフレームの開口部に固定的に配置するための部品の点数の削減を図ることができる表示
装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様に係る表示装置は、画像を表示するための
表示装置であって、前記画像を表示する表示パネルと、前記表示パネルの背面側に設けら
れ、開口部を有するリアフレームと、前記表示パネルと前記リアフレームとの間に設けら
れ、前記表示パネルの背面に向けて光を照射するバックライトと、前記開口部の所定の周
縁部に対応して配置され、前記表示パネルの外周部の少なくとも一部をその背面側より支
持する支持部材と、前記所定の周縁部に対応する前記リアフレームの部位に設けられて前
記表示パネル側に延び、前記支持部材を前記リアフレームに取り付けるための取付部と、
前記支持部材及び前記取付部を相互に締結する締結部材と、を備え、前記締結部材は、前
記表示装置の側方から締結される。
【０００８】
　本態様によれば、支持部材を取り付けるための取付部をリアフレームに設けることによ
り、例えば背景技術の欄で説明したような４つのホールドプレートを省略することができ
る。これにより、表示パネルをリアフレームの開口部に固定的に配置するための部品の点
数の削減を図ることができる。さらに、締結部材が表示装置の側方から締結されるので、
締結部材の先端が表示装置の外観に現れることがなく、デザイン性を高めることができる
とともに、支持部材の幅方向の大きさを小さく抑えることができる。
【０００９】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記締結部材は、前記表示パネルに
対して略平行な方向且つ前記所定の周縁部に対して略垂直な方向に延びているように構成
してもよい。
【００１０】
　本態様によれば、締結部材が表示パネルに対して略平行な方向且つ周縁部に対して略垂
直な方向に延びているので、締結部材の先端が表示装置の外観に現れることがなく、デザ
イン性を高めることができるとともに、支持部材の幅方向の大きさを小さく抑えることが
できる。
【００１１】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記取付部は、前記所定の周縁部よ
りも前記リアフレームの内側に配置されているように構成してもよい。
【００１２】
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　本態様によれば、取付部は所定の周縁部よりもリアフレームの内側に配置されているの
で、締結部材の一端部（例えば、ビスの頭部等）を所定の周縁部よりもリアフレームの内
側に収納することができる。
【００１３】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、さらに、前記所定の周縁部と前記取
付部とを相互に接続する接続部を備え、前記支持部材は、前記接続部に支持されているよ
うに構成してもよい。
【００１４】
　本態様によれば、支持部材が接続部に支持されているので、支持部材をリアフレームに
対して安定的に支持させることができる。
【００１５】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記支持部材には、凸部及び凹部の
一方が設けられ、前記取付部には、前記凸部及び前記凹部の他方が設けられており、前記
凸部が前記凹部に挿入されることにより、前記支持部材が前記リアフレームに対して位置
決めされるように構成してもよい。
【００１６】
　本態様によれば、凸部を凹部に挿入することにより、支持部材をリアフレームに対して
容易に位置決めすることができる。
【００１７】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記締結部材はビスであり、前記取
付部に設けられた前記凸部又は前記凹部は、前記ビスに対して、前記ビスを締付方向に回
転させた際の前記ビスの進行方向に向かって左側に配置されているように構成してもよい
。
【００１８】
　本態様によれば、ビスと凸部又は凹部との相対的な位置関係をこのように設定すること
により、ビスをビス止めする際に、ビスと支持部材とが供回りすることによって、支持部
材がリアフレームから浮き上がるのを防止することができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、表示パネルをリアフレームの開口部に固定的に配置するための部品の
点数の削減を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施の形態１に係る表示装置の正面側を示す斜視図である。
【図２】図１の表示装置の背面側を示す斜視図である。
【図３】図１の表示装置の内部を示す平面図である。
【図４】リアフレームの開口部の所定の周縁部を拡大して示す斜視図である。
【図５】ベゼル及びセルガイドをそれぞれリアフレームから取り外した状態を示す要部斜
視図である。
【図６】図４中のＡ－Ａ線により切断した表示装置の要部断面図である。
【図７】図４中のＢ－Ｂ線により切断した表示装置の要部断面図である。
【図８】本発明の実施の形態２に係る表示装置を示す要部断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。なお、以下で説明
する実施の形態は、いずれも本発明の好ましい一具体例を示すものである。以下の実施の
形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び接続形態、ステッ
プ、ステップの順序等は、一例であり、本発明を限定する主旨ではない。本発明は、特許
請求の範囲によって特定される。よって、以下の実施の形態における構成要素のうち、独
立請求項に記載されていない構成要素については、本発明の課題を達成するのに必ずしも
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必要ではないが、より好ましい形態を構成するものとして説明される。
【００２２】
　（実施の形態１）
　［表示装置の構成］
　まず、図１～図７を参照しながら、本発明の実施の形態１に係る表示装置の構成につい
て説明する。図１は、本発明の実施の形態１に係る表示装置の正面側を示す斜視図である
。図２は、図１の表示装置の背面側を示す斜視図である。図３は、図１の表示装置の内部
を示す平面図である。図４は、リアフレームの開口部の所定の周縁部を拡大して示す斜視
図である。図５は、ベゼル及びセルガイドをそれぞれリアフレームから取り外した状態を
示す要部斜視図である。図６は、図４中のＡ－Ａ線により切断した表示装置の要部断面図
である。図７は、図４中のＢ－Ｂ線により切断した表示装置の要部断面図である。
【００２３】
　図示の表示装置２は、筐体４と、筐体４の内部に設けられた液晶パネル６（表示パネル
を構成する）及び複数のバックライト８と、を備えている。本実施の形態の表示装置２は
、直下型方式のバックライト８を備える液晶テレビジョン受像機である。
【００２４】
　筐体４は、フロントキャビネット１０及びリアフレーム１２が相互に組み合わされるこ
とにより構成されている。
【００２５】
　フロントキャビネット１０は、液晶パネル６の正面側に配置されている。フロントキャ
ビネット１０は額縁状に構成され、液晶パネル６の外周部を覆っている。なお、フロント
キャビネット１０は、例えば樹脂等で形成されている。
【００２６】
　リアフレーム１２は、液晶パネル６の背面全体を覆うようにして配置されている。リア
フレーム１２は、液晶パネル６とは反対側にやや膨らんだ形状を有するとともに、液晶パ
ネル６を配置するための矩形状の開口部１２ａを有している。リアフレーム１２の外面（
すなわち、液晶パネル６とは反対側の面）における中央部には、液晶パネル６及び複数の
バックライト８等に対して電力を供給するための電源基板等（図示せず）が取り付けられ
ている。なお、リアフレーム１２は、熱伝導性の高い金属、例えばアルミニウム等で形成
されている。
【００２７】
　リアフレーム１２の外面には、リアカバー１６が取り付けられている。上述した電源基
板等は、このリアカバー１６によって覆われている。リアフレーム１２には、リアカバー
１６をリアフレーム１２に対して位置決めするための突出部１４が設けられている。この
突出部１４は、リアカバー１６の外周部に沿って延び、且つ、液晶パネル６とは反対側に
突出している。リアカバー１６の外周部が突出部１４の内周部に接触することにより、リ
アカバー１６がリアフレーム１２に対して位置決めされる。リアカバー１６の下端部には
、筐体４を下方より支持するためのスタンド１８が取り付けられている。なお、リアカバ
ー１６は、例えば樹脂等で形成されている。
【００２８】
　複数のバックライト８の各々は、図３に示すように、横方向に直線状に延び、リアフレ
ーム１２の内面に熱伝導可能に支持されている。複数のバックライト８は、互いに略平行
に配置されている。複数のバックライト８の各々は、上述した電源基板からの電力が供給
されることにより、液晶パネル６の背面に向けて光を照射する。
【００２９】
　複数のバックライト８の各々は、ヒートシンク２０と、ヒートシンク２０に取り付けら
れたＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）バー２２と、を有している。
ヒートシンク２０は、長尺状の板状に構成され、複数のビス（図示せず）によりリアフレ
ーム１２の内面に締結されている。ＬＥＤバー２２は、配線基板２４と、配線基板２４に
実装された複数のＬＥＤ２６と、を有している。配線基板２４は、長尺状の板状に構成さ
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れている。複数のＬＥＤ２６は、配線基板２４の長手方向に沿って一列に且つ間隔を置い
て配置されている。配線基板２４は、熱伝導性を有する両面テープ（図示せず）によりヒ
ートシンク２０に取り付けられている。ヒートシンク２０及び配線基板２４はそれぞれ、
熱伝導性の高い金属、例えばアルミニウム等で形成されている。
【００３０】
　次に、本実施の形態の表示装置２の特徴である、液晶パネル６をリアフレーム１２の開
口部１２ａに固定的に配置するための構成について説明する。
【００３１】
　図３～図７に示すように、リアフレーム１２の開口部１２ａの外周部にはフランジ部２
８が設けられている。このフランジ部２８は、リアフレーム１２の外側に且つ液晶パネル
６に対して略平行に延びている。このフランジ部２８には、反射シート３０、拡散板３２
及びプリズムシート３４の各々の外周部が支持されている。反射シート３０は、複数のバ
ックライト８の周囲に配置され、複数のバックライト８の各々からの光を反射する機能を
有している。拡散板３２は、複数のバックライト８と液晶パネル６との間に配置され、複
数のバックライト８の各々からの光を拡散する機能を有している。プリズムシート３４は
、拡散板３２の液晶パネル６側における面を覆うようにして配置され、拡散板３２により
拡散された光を液晶パネル６の背面に導く機能を有している。
【００３２】
　リアフレーム１２の開口部１２ａの４つの周縁部３６（エッジ）の各々は、フランジ部
２８の外周部から液晶パネル６側に略垂直に立ち上げられている。４つの周縁部３６の各
々に対応するリアフレーム１２の部位には、一対の取付部３８が設けられている。一対の
取付部３８の各々とこれに対応する所定の周縁部３６とは、接続部４０により相互に接続
されている。接続部４０は、周縁部３６からリアフレーム１２の内側に且つ液晶パネル６
に対して略平行に延びている。取付部３８は、接続部４０の一端部から液晶パネル６側に
且つ液晶パネル６に対して略垂直に延びている。すなわち、取付部３８は、周縁部３６よ
りもリアフレーム１２の内側に配置されている。なお、取付部３８、接続部４０及びリア
フレーム１２は、例えば、板金により一体成形されている。
【００３３】
　図５に示すように、取付部３８には、ビス孔４２及び突起用貫通孔４４（凹部を構成す
る）が設けられている。ビス孔４２は、ビス４６（締結部材を構成する）をビス止めする
ための孔である。なお、本実施の形態では、ビス４６は丸ビス等である。突起用貫通孔４
４は、セルガイド４８（後述する）に設けられた突起５０（後述する）を挿入するための
孔である。突起用貫通孔４４は、ビス孔４２に対して、ビス４６を締付方向（図５におい
て矢印Ｘで示す方向）に回転させた際のビス４６の進行方向（図５において矢印Ｙで示す
方向）に向かって左側に配置されている。
【００３４】
　図３に示すように、リアフレーム１２の開口部１２ａの４つの周縁部３６に対応して、
液晶パネル６の外周部をその背面側より支持するためのセルガイド４８（支持部材を構成
する）が配置されている。セルガイド４８は、例えば、額縁状に構成されている。
【００３５】
　図４～図７に示すように、セルガイド４８のリアフレーム１２側における面には第１の
リブ５２が設けられ、セルガイド４８の液晶パネル６側における面には第２のリブ５４が
設けられている。第１のリブ５２はリアフレーム１２側に向けて突出し、第２のリブ５４
は、液晶パネル６側に向けて突出している。第１のリブ５２は、フランジ部２８に支持さ
れた反射シート３０、拡散板３２及びプリズムシート３４の各々の最外形よりも外側に配
置されており、セルガイド４８とフランジ部２８との間に反射シート３０、拡散板３２及
びプリズムシート３４の各々の厚みの合計分だけ隙間を形成するためのものである。第２
のリブ５４は、セルガイド４８とベゼル５６（後述する）との間に液晶パネル６の厚みの
分だけ隙間を形成するためのものである。
【００３６】
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　複数の取付部３８の各々に対応するセルガイド４８の部位には、取付用凹部５８が設け
られている。この取付用凹部５８は、液晶パネル６に対して略垂直な方向に、セルガイド
４８を貫通して延びている。取付用凹部５８の内周面には、取付用凹部５８の径方向内側
に突出する突起５０（凸部を構成する）が設けられている。さらに、セルガイド４８の取
付用凹部５８よりも外側の部位には、ビス４６を挿入するためのビス用貫通孔６２が設け
られている。この取付用凹部５８には取付部３８が挿入されており、セルガイド４８の取
付用凹部５８より外側の部位は、接続部４０に支持されている。図６に示すように、ビス
４６がビス用貫通孔６２を通してビス孔４２にビス止めされることにより、セルガイド４
８と取付部３８とが相互に締結され、セルガイド４８がリアフレーム１２に取り付けられ
る。ビス４６は、表示装置２の側方から締結されている。換言すると、ビス４６は、液晶
パネル６に対して略平行な方向且つ周縁部３６に対して略垂直な方向に延びている。さら
に、図７に示すように、突起５０が突起用貫通孔４４に挿入されることにより、セルガイ
ド４８がリアフレーム１２に対して位置決めされる。
【００３７】
　上述したように、突起用貫通孔４４は、ビス孔４２に対して、ビス４６を締付方向に回
転させた際のビス４６の進行方向に向かって左側に配置されている。これにより、ビス４
６をビス孔４２にビス止めする際に、ビス４６とセルガイド４８とが供回りすることによ
って、セルガイド４８が接続部４０から浮き上がるのを防止することができる。さらに、
セルガイド４８の取付用凹部５８より外側の部位が接続部４０に支持されることにより、
セルガイド４８をリアフレーム１２に対して安定的に支持させることができる。
【００３８】
　液晶パネル６は矩形状に構成され、セルガイド４８の内周部（すなわち、セルガイド４
８の第２のリブ５４より内側の部位）に支持されている。液晶パネル６の背面に複数のバ
ックライト８からの光が照射されることにより、液晶パネル６に画像が表示される。液晶
パネル６の正面側における外周部は、ベゼル５６によって覆われている。ベゼル５６は、
例えば額縁状に構成されており、ベゼル５６の所定部位には、ビス４６を挿入するための
ビス用貫通孔５７が設けられている。図６に示すように、ビス４６がビス用貫通孔５７及
び６２を通してビス孔４２にビス止めされることにより、ベゼル５６がセルガイド４８及
びリアフレーム１２に締結されている。これにより、液晶パネル６の外周部は、ベゼル５
６とセルガイド４８との間に挟持される。以上のようにして、液晶パネル６がリアフレー
ム１２の開口部１２ａに固定的に配置される。
【００３９】
　なお、フロントキャビネット１０は、ベゼル５６及びセルガイド４８を覆うようにして
、複数のビス（図示せず）によりリアフレーム１２に取り付けられている。なお、上述し
たように、取付部３８は、周縁部３６よりもリアフレーム１２の内側に配置されているの
で、ビス４６の頭部は、周縁部３６よりもリアフレーム１２の内側に収納される。これに
より、ビス４６の頭部がフロントキャビネット１０の内面に接触することがなく、フロン
トキャビネット１０の狭額縁化を図ることができる。
【００４０】
　［効果］
　次に、本実施の形態の表示装置２により得られる効果について説明する。上述したよう
に、リアフレーム１２には、セルガイド４８を取り付けるための取付部３８が設けられて
いるので、例えば背景技術の欄で説明したような４つのホールドプレートを省略すること
ができる。これにより、液晶パネル６をリアフレーム１２の開口部１２ａに固定的に配置
するための部品の点数の削減を図ることができる。
【００４１】
　さらに、上述したように、ビス４６は、液晶パネル６に対して略平行な方向且つ周縁部
３６に対して略垂直な方向に延びている。これにより、ビス４６の先端が表示装置２の外
観に現れることがなく、デザイン性を高めることができる。
【００４２】
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　仮に、ビス４６が液晶パネル６に対して略垂直な方向に延びている場合には、セルガイ
ド４８の幅方向の大きさは、ビス４６をビス止めするのに必要な大きさだけ大きくなる。
これに対して、本実施の形態のように、ビス４６が液晶パネル６に対して略平行な方向且
つ周縁部３６に対して略垂直な方向に延びている場合には、セルガイド４８の幅方向の大
きさＷ（具体的には、セルガイド４８の第２のリブ５４よりも外側における部位の大きさ
Ｗ）は、少なくともビス４６の長さに対応する大きさを有していればよい。そのため、ビ
ス４６の長さを短くすることによって、セルガイド４８の幅方向の大きさＷを小さく抑え
ることができる。これにより、本実施の形態の表示装置２では、フロントキャビネット１
０の狭額縁化をも図ることができる。
【００４３】
　（実施の形態２）
　次に、図８を参照しながら、本発明の実施の形態２に係る表示装置の構成について説明
する。図８は、本発明の実施の形態２に係る表示装置を示す要部断面図である。
【００４４】
　本実施の形態の表示装置２Ａでは、取付部３８Ａは、リアフレーム１２Ａの開口部１２
Ａａの周縁部３６Ａから液晶パネル６側に延びている。すなわち、リアフレーム１２Ａに
は、上記実施の形態１で説明した接続部４０は設けられていない。取付部３８Ａには、ビ
ス４６Ａを挿入するためのビス用貫通孔６４と、セルガイド４８Ａに設けられた突起（後
述する）が挿入される突起用貫通孔（凹部を構成する）（図示せず）とが設けられている
。なお、本実施の形態では、ビス４６Ａは皿ビスである。
【００４５】
　セルガイド４８Ａには、上記実施の形態１で説明した取付用凹部５８は設けられていな
い。セルガイド４８Ａの外周面には、ビス４６Ａをビス止めするためのビス孔６６と、セ
ルガイド４８Ａの径方向外側に突出する突起（凸部を構成する）（図示せず）とが設けら
れている。
【００４６】
　ビス４６Ａがビス用貫通孔５７及び６４を通してビス孔６６にビス止めされることによ
り、セルガイド４８Ａが取付部３８Ａの内面に取り付けられる。また、突起が突起用貫通
孔に挿入されることにより、セルガイド４８Ａがリアフレーム１２Ａに対して位置決めさ
れる。
【００４７】
　従って、本実施の形態の表示装置２Ａにおいても、上記実施の形態１と同様の効果を得
ることができる。なお、上記実施の形態１と同様に、ビス４６Ａを丸ビス等で構成するこ
ともできる。
【００４８】
　以上、本発明の実施の形態１及び２に係る表示装置について説明したが、本発明は、こ
れらの実施の形態に限定されるものではない。例えば、上記各実施の形態をそれぞれ組み
合わせるとしてもよい。
【００４９】
　上記各実施の形態では、表示装置が液晶テレビジョン受像機である場合について説明し
たが、表示装置は、液晶テレビジョン受信機以外に、例えばパーソナルコンピュータ用の
液晶モニタ等でもよい。
【００５０】
　上記各実施の形態では、直下型方式のバックライトを用いたが、エッジライト方式のバ
ックライトを用いることもできる。
【００５１】
　上記各実施の形態では、バックライトの光源としてＬＥＤを用いたが、例えば冷陰極管
（Ｃｏｌｄ　Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　Ｌａｍｐ：ＣＣＦＬ）等を用い
ることもできる。
【００５２】
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　上記各実施の形態では、締結部材はビスであるが、締結部材は、ビス以外に、例えばリ
ベット及び固定用ピン等でもよい。
【００５３】
　上記各実施の形態では、取付部に凹部としての突起用貫通孔を設け、セルガイドに凸部
としての突起を設けたが、これとは反対に、セルガイドに凹部としての突起用貫通孔を設
け、取付部に凸部としての突起を設けてもよい。
【００５４】
　上記各実施の形態では、セルガイドは、額縁状に構成されているが、開口部の４つの周
縁部の各々に対応して配置されていてもよい。この場合には、４つのセルガイドの各々は
、開口部の周縁部に沿って延び、液晶パネルの外周部の一部をその背面側より支持する。
【００５５】
　上記各実施の形態では、取付部は、開口部の４つの周縁部の各々に対応して設けられて
いるが、開口部の４つの周縁部のうち少なくとも所定の周縁部に対応して設けられていて
もよい。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　本発明の表示装置は、例えば、液晶テレビジョン受像機及びパーソナルコンピュータ用
の液晶モニタ等として適用することができる。
【符号の説明】
【００５７】
２，２Ａ　表示装置
４　筐体
６　液晶パネル
８　バックライト
１０　フロントキャビネット
１２，１２Ａ　リアフレーム
１２ａ，１２Ａａ　開口部
１４　突出部
１６　リアカバー
１８　スタンド
２０　ヒートシンク
２２　ＬＥＤバー
２４　配線基板
２６　ＬＥＤ
２８　フランジ部
３０　反射シート
３２　拡散板
３４　プリズムシート
３６，３６Ａ　周縁部
３８，３８Ａ　取付部
４０　接続部
４２，６６　ビス孔
４４　突起用貫通孔
４６，４６Ａ　ビス
４８，４８Ａ　セルガイド
５０　突起
５２　第１のリブ
５４　第２のリブ
５６　ベゼル
５８　取付用凹部
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６２，５７，６４　ビス用貫通孔
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